
事 項｜ 大豆跡復元田における水稲不耕起V溝直播

温暖地の水稲不耕起V溝直播は、冬季代かき回を利用することにより V字状の播種溝を

ね ら し， 1形成し、従来の直播栽培より高能率で安定的な播種、鳥害の回避、耐倒伏性向上などのメ

リットを享受できる栽培技術である しかし、本県では、気象条件や利水条件等により、

冬季代かき田を利用することは容易でない。冬季代かきを省略して水稲不耕起V溝直播を

行うための技術を明らかにしたので普及に移す。
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1 前年に耕起・整地を行った大豆跡復元田を利用する。

(1) V字状の播種溝の形成状況は土壌の乾燥状態で変化するが、生育への影響は小さい。

(2）不耕起V溝直種機は作業速度1.24m/ sの高速播種が可能である。 10条機（作業幅2.0

m）の作業能率は11.5分／lOaであり、 7条ロータリシーダ（作業幅2.lm、乾田直播機）

の約2倍の高能率、 8条湛水土巾条播機（作業幅2.4m）と同等の能率である。負担面

積は、 10条機の場合44.6ha／年で、 7条ロータリシーダ、 8条湛水土中条播機の2倍程

度である。

2 種子は乾籾又は浸種籾を使用する。

3 播種量は8kg/lOaを確保する。

4 雑草防除及び除草剤散布前後の水管理は次のように行う。

．時期 ｜雑草防除及び水管理

乾田期間｜水稲出芽直前 ｜グリホサート剤（ラウンド、アッフ。ハイロード等）を

散布する。

容 ｜ ｜ ｜ ｜ただし、越年性雑草の発生が無い場合には省略する。

ノビエ4葉期 ｜シハロホップρブ、チノレ剤 （クリンチャーパスME液剤

等）を散布する。

湛水期間｜水稲 2葉期 ｜湛水を開始する。

水深は稲が冠水しない程度の浅水管理とする。

ノピエ 2葉期～｜初中期一発剤を雑草草種に応じて選択して散布。

2. 5葉期 ｜散布後 3～4日間は水深3～ 5cmを保つ

5 施肥窒素量は0.2kg/aとし、百立ち期から分げつ初期にかけて肥効のある施肥法（速効

性肥料による苗立期施肥、又は30日タイプ被覆尿素の播種同時施肥）で施用する。

6 分げつ期以降の管理は慣行の直播栽培と同様とする。

7 上記内容は、 4月第6半旬の播種（早期播種）を前提としている。播種が遅い場合に

は、種子予措の方法、播種量を変えた方が良い結果が得られる場合がある。

期待自れる効果｜ 水田農業のコスト低減と労力軽減に寄与する。

1 本資料は平成20年3月1日現在の農薬登録に基づいて作成した。

普及上の注意事項12 農薬を使用する場合は、必ず最新の「農薬登録情報J(http: //www. maff. go. j附川ak
u／）を確認すること。
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表 1 種子予措及びV字状播種溝の状態の違いと出芽・苗立ち、生育、収量（平成17年 青森農林総研）
．種子予措 I 乾籾 I .',--f :::C=+-,lrrt I 山一一
V字溝の状態 I明瞭 ｜不明瞭
設定播種量 (kg/lOa) I 8. 0 
実際の播種量（kg/lOa) I 7. 5 

．出芽始め I 5月30日
出芽・苗立ち｜出芽揃い I 6月4日16月4日
状況 ｜苗立率（同） I s9. 4 I 10. 4 

苗立数（本／m2) I 185 I 196 I 203 I 190 I 120 I 75 
幼穂形成期頃｜草丈（cm) I 4 7. 5 I 46. 8 I 49. 3 I 48. 6 I 45. 7 I 45. 0 
の生育（7/26) I茎数（本／m2) I 835 I 857 I 110 I 132 I 601 I 629 
出穂期 I 8月17日 ｜ 8月16日 ｜ 8月17日
成熟期の生育｜稗長（cm) I 75. 3 I 75. 3 I 75. 7 I 75. 7 I 7 4. 9 I 7 4. 9 

穂長（cm) I 11.2 I 16.8 I 17.5 I 11.1 I 18.2 I 17.9 
穂数（本1m2) I 477 I 497 I 429 I 448 I 398 I 418 
倒伏程度（0～5)I 1 I 1 I 1 I 1 I o I o 

収量（kg/a) I 54. 3 I 53. 9 I 45. 2 
冒登熟歩合（出） I 74. o I 12. 5 I 79. 6 

収量構成要素｜玄米千粒重（g) I 23. 3 I 23. 4 1 23. 6 
籾数（粒／m2) I 3o, 100 I 29, 100 I 24, 300 

検査等級 I 1等 ｜ 1等 ｜ 1等
r注） 品種：つがるロマン播種期： 4月25日 鳥害対策 ：忌避剤（キヒゲンR-2フ
ロアブツレ） 塗沫処理に加え、防鳥糸を湛水開始から 2週間程度ほ場に設置。
これらの耕種概要は図 1、表3も同様である。

【根拠となった主要な試験結果】
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写真 1 播種溝の状態

（注）写真上がV字溝明瞭、

写真下が不明瞭。土壌

が湿潤だと明瞭が多く

なる。

表2 不耕起V直播機の作業速度、作業能率、負担面積

（平成19年青森農林総研）

播種機
不耕起 ロータリ 湛水土中
V溝直播機 シーダー 条播機

直播分類 乾田直播 乾田直播 湛水直播

条間×条数 20cm×10条 30cm×7条 30cm×8条

作業幅 (m) 2. 0 2. 1 2.4 

作業速度 (m/s) 1. 24 0. 56 1. 00 

作業能率 (min/lOa) 11. 5 24.0 11. 7 

負担面積 (ha／年） 44. 6 21. 5 20.8 

利用コスト （万円／ha) 4. 9 6. 7 5. 7 
（注） 負担面債は、 1日の作業時間8時間、 三作業率70%、作業期間を乾田直播46 k g 8 k g 1 0 k g 

10a当たり播種量

播種量と施肥の組合せによる

収量の変化（平成19年青森農林総研）

（注）施肥は播種時に溶出期間30日の被覆尿素で窒素成分量0.2kg/aを播種溝施用。

図1

月25日～5月15日、湛水直播5月6日～5月15日、作業可能日数率73%、と
し試算。利用コス トは年間20ha利用の場合。不耕起V直播機、ロータリシー
ダーは80馬力クローラトラクターに装着して使用した場合。

表3 除草体系の違いによる除草効果と収量（平成19年青森農林総研）

除草体系
ノビエ ホタノレイ アゼナ スス、メノアツボウ

収量
本数 風乾重 本数 風乾重 本数 風乾重 本数 風乾重

区名 使用順序 （本／rrf)(g/ m2) （只／本） （本／ぱ） （只／rrf)（只／本）（本／ば）（只／rrf)（ε／本） （本／m2'.（只／rrf)（只／本） (k只／a)
体系1 R C T 7.9 0.1 0.01 0.1 0.0 0.00 0.1 0.0 0.00 58.2 

体系2 C T 8.5 0.1 0.01 1.6 0.0 0.00 0.1 0.0 0.00 0.1 0.1 0.71 57.2 
体系3 R T C 2.1 0.1 0.05 0.2 0.0 0.01 0.1 0.0 0.00 42.9 

体系4 T C 14.7 11.4 0.78 1.2 2.3 1.97 34.0 
〔盃71吏用順序の IRJ はラウンドアップハイロード、 re」はクリンチャーパスME液剤、 「TJはトップ芳子フロアブルを示す。
2ラウンドアップハイロードは水稲出芽直前に散布。クリンチャーパスME液剤は、体系 1、2では水稲出芽後入水前ノピエ4
葉期散布、体系3では湛水管理中ノピエ4葉期に一時落水して散布、体系4は体系 3と同日に散布。 トップガンフロアブルは
水稲1.5葉期以降（体系 1、2、3は散布適期内、体系4は適期無し（水稲1.5葉期時ノビエ5葉期））に散布。

3調査区内に発生が認められなかったものは「」と表示した。

4体系3と体系4は、体系 1文は体系 2に比べて出芽状況は同等であったが、分げつ期の調査結果で、は欠株が多かった。

（参考）不耕起V溝直播機S社・ AD-100：価格2,297,400円（工場渡し）、適応トラクター40～95馬力
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